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1. はじめに 
 全国大学生活協同組合連合会（2012）の調査によると、2011 年の大学生
の一日の読書量は、「0 分」が 36.7％で、「30 分未満」を合わせると 51.8%
にも上った。若者の本離れ、文字離れが叫ばれて久しいが、それは母国語だ
けではなく外国語にも言えることであり、大学の英語教育にも影響を与えつ






































に学習方略（Carson & Longhini, 2002）、不安感（Hilleson, 1996）、文化的
感受性（Peck, 1996）、信条（Debreli, 2011）、到達感（Matsuda, 2003）、
動機づけ・学習目標（Matsuda, 2004）などが日記を通して明らかになって
きている。また、松田（2012）は、大学 1 年生 2 名の多読日記を比較分析し、
多読には性格や学習スタイルなどの個人差が少なからず影響することを見出





 Gardner & Lambert（1959）は、学習者の動機づけを統合的動機づけ
（integrative motivation）と道具的動機づけ（instrumental motivation）の 
2 つに区別したが、研究が進むにつれ、彼らの社会教育的モデルがすべての
学習環境に当てはまるとは限らないことが明らかになってきた（Oxford & 





する研究者もいる。Sawaki（1997）は、英語専攻の大学 4 年生を対象に 39
項目の質問紙調査を行い、8 種類の学習目標と 2 種類の動機づけの強さを見
出した。また、Yashima（2000, 2002）も同様の研究を行い、37 項目の質問
紙調査で 9 種類のオリエンテーションを見出し、そのうちの 2 種類
（Instrumental Orientation と Intercultural Friendship）が動機づけの予測
松田 早恵 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 







When we talk about sustained, long-term activities, such as 
the mastering of a L2, motivation does not remain constant 
during the course of months or years. Rather, it is 
characterized by regular (re)appraisal and balancing of the 
various internal and external influences to which the 




















生（英語上級者）9 名の読み方を 2 年半に渡って観察し、彼らに共通する要
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 対象は、外国語学部英語主言語の 1 年生が受講する以下の 2 クラスの学生
計 46 名である。 
1） 2012 年度カレッジライティング前期：14 名（6 レベルの習熟度別、最
上位クラス） 
2） 2012 年度スキルズトレーニング前期：32 名（6 レベルの習熟度別、上
から 3 番目のクラス） 
 カレッジライティングは、履修者 16 名であったが、今回は日記を提出し
た 14 名のみを分析対象とする。スキルズトレーニングクラスは 32 名全員か
ら提出があったので、計 46 名分の日記を分析対象とする。 
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5.3 授業方法 




























→reads slowly→doesn’t enjoy reading→doesn’t read much）と「良い読み































・New things learned （grammar, vocabulary, idioms, pronunciation） 
・My biggest success this week 
・What I want to try harder on next week 























1） Assignment [A]：他の授業も含めた課題・宿題・学習に関する記述 
2） Film [F]：映画に関する記述 
3） Grammar [G]：グラマーに関する記述 
4） Idiom [I]：イディオムに関する記述 
5） Listening [L]：リスニングに関する記述 
6） Music [M]：音楽に関する記述 
7） Negative response [N]：「やっていない」、「何もない」などの記述 
8） Pronunciation [P]：発音に関する記述 
9） Reading [R]：リーディングに関する記述 
10） Speaking [S]：スピーキングに関する記述 
11） Test [T]：TOEIC や英検など外部試験に関する記述 
12） Vocabulary [V]：語彙に関する記述 
13） Writing [W]：ライティングに関する記述 








ウントした。例えば、同じ映画に関するコメントが Outside activities に 2
文以上あっても F は一つとして数えたが、さらに同じ映画に関して他の項目










 日記提出回数 読了語数 読了冊数
平均 12.3 47,984 30
最大 14 181,275 85
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6.2 項目別件数 
 先に述べた 5 つの項目のうち Comments を除いた件数の推移は図 1 のよ
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6.3 項目別カテゴリー 
















Assignment 46 105 165 13 39 368
Film 0 10 22 166 30 228
Grammar 123 7 11 0 1 142
Idiom 86 6 4 0 3 99
Listening 12 15 30 13 1 71
Music 0 4 11 93 0 108
Negative 
response 
18 64 4 54 6 146
Pronunciation 36 1 6 1 1 45
Reading 21 52 60 123 19 275
Speaking 2 21 25 59 13 120
Test 6 13 29 8 17 73
Vocabulary 272 56 75 2 8 413
Writing 3 2 3 2 1 11
Other 6 165 89 19 258 537













































































































 New things learned の項目では、ボキャブラリー、文法、イディオムが
高位に入っているが、Biggest success や Try harder の項目では、
Assignment が上位に挙がっている。Outside activities は、Film が群を
抜いており、次に Reading が続いている。ただし、ほとんどの項目で 8 位
以内に入っている Assignment（5 項目）、Reading（5 項目）、Vocabulary





頻出上位のカテゴリ （ーVocabulary, Assignment, Reading, Film）の推移を

















 図 2 からもわかるように、Vocabulary に関する記述は、New things 
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題が出るごとにそれを乗り越えることが目標となり、達成すれば Biggest 
success として報告される。「音声学のテストがあるのでいい点が取れるよう
に勉強したい」“I want to do presentation very well.”というのが目標例で、
“I tensed up at English presentation. But I was happy because I was 
praised by teacher.”「英語学の小テストでいい点が取れた」などが成功例で
ある。学期の途中には、“I don’t know how to write reports.”などの不安も抱
えているが、学期末には“I have a lot of test next week so I try to get a good 















 Reading に関しては、Outside activities 内での記述が多く見受けられた。





































そんな学生も、My biggest success に“I watched the movie ‘Black and 
White’ in subtitle.”と記述するなど、洋画を課外で楽しみ始めたようであっ







ーク後の 6 週目に疲れた記述が多く、「最近何も感じないうちに 1 週間が過
ぎていく。何もやる気にならない。5 月病だろうか」「たまらなく疲れている
ようだ。授業もバイトが少し休みたいくらい」“I just can't get rid of 
sleepiness every day because I have part-time job and studying.”などが報
告されていた。その後も「眠い」「疲れた」という訴えは頻出し、10 週目に
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 また、所々に不安感も汲み取れた。1週目は、“I don’t still adapt college life. 
I feel little nervous.”や「広島にたまに帰りたくなります」という新生活への
不安があり、2 週目には「雨が降って憂鬱です。気分も落ちて、傘を差す気
にならないです。いろいろあって疲れました。もう嫌なことが最近頭の上か
ら雨のように降り注いでくるようで心がとっても痛いのです and I don’t 












1 週目には、“I want to make many friend! I do one’s best but I am shy.”と
言っていた学生は、3 週目で“University life is very fun. My friends is very 
kind and funny So, I love them.”と報告している。また、外国やその文化に
興味がある学生は、7 週目で、“I want to go abroad. I want to learn about 




































が、そんな中でも power of reading ならぬ power of writing を再認識した。 
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目新しさが少し効いたようである。日記からは、何人かが「本をたくさん読
むことは英語の力をつけるのに良いことだ」と認識したことがわかった。特











 ただ、やはり大学 1 年生の最重要関心事は日々の課題である。Matsuda 

















 Yashima（2002）は、Instrumental orientation を動機づけの予測要因の
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１つに挙げているが、今回の研究対象者も「多読をすれば最高 10 点のボー
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